
 

 

 
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

   

学 校 名       岐阜市立厚見小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月２３日（木）～１１月１９日（水） 

実 施 概 要 
①公開授業 ②厚見校区文化祭への参加 ③親子ふれあい学習   

④すずかけワールド２０１４（児童会行事） ⑤児童会行事の公開 

 
実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   ☑文化   □産業   ☑その他  

公開の方法 
 ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 ☑講演会等 
 
 ☑地域行事等参加 ☑その他 

来 校 者 数 
保 護 者 約５００人 

計     約７００人 
地域関係者 約２００人 

 
実 施 状 況 

 
①低学年と高学年の２日間に分けて授業公開・懇談会を行った。懇談会

では、下校後の過ごし方や宿題、宿泊行事に向けての取り組みについ

て話題とした。 

②校区文化祭では、６年生の児童が作文発表をした。また、１年生～６

年生までの代表児童の作品（絵画・立体作品・習字）を展示し、地域

の方々に見ていただいた。 

③「４年親子ふれあい学習」では、連合音楽会の発表に向けて練習を重

ねてきた歌唱や演奏を保護者に聞いていただいた。そのあと講師によ

る器楽演奏会を行い、親子で一緒に演奏を聴いた。 

④１年生保護者を対象に給食試食会を行った。栄養教諭から給食調理の

様子を紹介し、マナーや朝ごはんの大切さなどについて話をした。 

⑤児童会行事では、縦割り班でそれぞれに出し物を考え、お客さんと店

番に分かれ遊びを楽しんだ。その様子を保護者に参観していただいた。 

 

成果及び課題 
 

○保護者に来校していただく機会を増やすために、この時期の授業参観

は低高別に行っている。保護者に内容を分かりやすく伝えるために、

どの学級も本時の「授業内容とねらい」を掲示した。 

○校区文化祭は、多くの地域の方に学校の取り組みを知っていただける

よい機会となっている。子どもたちも楽しみにして作品製作などに取

り組める。直接地域の方々と触れ合うことができることもよい。 

○「すずかけワールド２０１４」では、高学年のリーダーを中心にして、

準備を整えてきた成果があった。小さな子から「楽しかった」という

声が多く聞かれた。本校の伝統行事として根付いている。 

○児童会活動やクラブ活動の公開は、保護者にとっては通常の授業以外

の様子を見ていただく貴重な場となっている。 

△児童会活動やクラブ活動の公開の日は、今年度は参観者が少なかった。

学年・学級通信等でも積極的にお知らせをしていく。 

△学校行事、地域の様々な行事に子どもたちが参加する姿から、保護者

や地域の方の生の声を聞かせていただける。コミュニティースクール 

の会合の場で成果と課題を報告し、来年度の計画につなげたい。 
 


